
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2021年12月31日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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主要国株価指数の推移
（期間：2021年12月31日～2023年1月13日）

https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202301_outlook.pdf

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。

▲14.16%

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
1月13日

企業業績については、インフレによるコスト高一服の兆しがみられますが、足元の軟調な経済指標や
利上げ効果浸透による景気悪化懸念から、業績見通しが引き下げられる可能性は残るとみています。
このような環境の中で、米国ではインフレの鈍化が意識され長期金利が低下するとの見方が支援材料
とみられますが、景気や企業業績が悪化するとの見方が残る中、当面の株式相場は軟調な展開になる
とみています。欧州でも、消費者心理や景況感に改善の兆しがみられますが、実質所得の悪化による
個人消費の落ち込みが予想されることに加え、ECB（欧州中央銀行）による利上げ観測が下押し圧力
になるとみられ、株式相場は上値の重い展開になるとみています。

（期間：2021年12月31日～2023年1月13日）

外国株式見通し 

マーケットの動き（2023年1月9日～1月13日） 米国株価指数の推移

外国株式相場は、米国については軟調な展開、欧州は上値の重い展開

先週の米国株式市場は、前週末比で上昇しました。
前週末の12月の米国雇用統計で賃金上昇率の伸び鈍化が示されたことに加え、12月
の米国CPI（消費者物価指数）や1月の米国ミシガン大学消費者態度指数がインフレ鈍
化を示したことから、次回のFOMC（米国連邦公開市場委員会）で利上げ幅が縮小さ
れるとの期待感が高まり、米国株式は上昇して週を終えました。
欧州株式市場は、おおむね米国に連動した推移となりました。

情報提供資料
2023年1月16日

投資環境見通し（2023年1月）

▲5.01%

S&P500種株価指数 3,999.09 2.67% ▲0.51% 5.19%

NYダウ 34,302.61 2.00% 0.57% 11.47%
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